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1.は じ め に

最 近京都国立博物 館で 「桃山時代の工芸展 」を見学す る機会に恵まれ,多 大 の感

銘 と興 味を覚えたので,テ ーマの広 さを顧みず,桃 山時代の工芸について展示構成

の 順に,そ の概要を説明す る。

桃 山時代は半世紀余 りの短期間ではあったが,室 町 時代末期 より開けた海外 貿易

や キ リス ト教の伝来に ともない町人の社会的地位が向上 し,西 欧文 明の流入に より

美 術工芸が飛躍的に発展 した時で ある。 西欧の意匠を とり入れた華やかな南蛮 文様

も この時代の工芸品一 般に見 られ る特色で あるが,ま た これ とは対象的な我が国独

特 の美意識 といわれ る 「わび 」も利休の茶道 を媒体 として この時代の工芸 品に表現

された 特徴 である。

2武 将の装い

桃 山 時 代 の武 装 の 特 色 は 甲冑 に 見 られ る奇 抜 な 意匠 と豪 華 な美 レさで,甲 胄 の 一

部 分 に金 や銀 の 箔 押 しを した り,七 宝,高 肉彫,象 嵌 の 「つ ば 」が 流 行 した。 そ の

頃,異 形 の兜 や 華 麗 な 甲胄 に 武 将 が 身 を 固 めた の は,単 に戦 場の 晴 姿 とい うよ りは,

む しろ合 戦 の 中 に あ って 自己の 存 在 を誇 示 し,敵 を威 嚇 す るた め で あ った と考 え ら

れ るo

ま た 簡 略 化 した 武 装 に陣 羽 織,胴 服 とい うい で た ち も,こ の 時代 に始 め て 登 場 し

た 軍 装 で あ る。 防 雨 防 寒 な ど実 用 的 な陣 羽 織 は 渋 紙,麻,綿 な どで作 られ,装 飾 的

な もの に は 鳥 毛,獣 皮,南 蛮 渡 来 の ビ ロー ド,ラ シ ャが 素 材 に 用 い られ た。 この よ

う な軍 装 の 登 場は,旧 来 の 慣 習 を打 破 し よ う とす る革 新 的な 時代 の 風 潮 を 反影 す る

もの と言 え よ う。

3遊 楽の意 匠と生活の華

信 長,秀 吉 に よって 天下 が 統一 さ れ,永 い 戦 乱 の 時代 が 終 る と,人 々は 遊楽 を生

活 の 中 に 求 め る よ うにな り,諸 種 の 遊戯 が 流 行 した。 そ の代 表 的 な もの に カル タが

あ る。 双六 盤,碁 盤,百 人一 首 な ど も この時 代 に 南蛮 渡 来 の もの と結 び つ い て和 風
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に転化 した ものである。

ま た室町時代に大成 した能楽 は信長,秀 吉,家 康等,能 好みの後援者 を得て隆盛

し,こ の 時代に不 動の地位 を占めた。 室町時代の能装束が淡白で格 調高いのに比べ,

桃 山時代のそれは伝 統に とらわれず,高 級な裂 地を用いた華麗 な もので あるが,小

袖 がそのまま用い られてい るの で能装束か ら初期の小袖の様相 を うかがい知 ること

が で きる。

平 安時代中期には,小 袖は宮中の礼服の下着 であったが平安末 期か ら鎌倉時代に

か けて庶民の衣服 となった。 桃山時代には秀吉の豪放華麗 な趣味が天下 を風靡 し,

小袖 も非常に派手な もの とな り,刺 繍 と摺箔や辻が花染(絞 り染)と 描絵 を施 した

文 様表現の技法がその粋を競 ったo

住 宅建築には前代の書院造 りが普及 し,大 名の居館 もほ とん ど書院 造 りの様式に

な らって作 られた。西 本願 寺の飛雲閣は当時の様 式を代表 してい る。

飛雲 閣の室 内は ことごと く中国絵画の流れ を くむ狩能派の華麗な障壁画で飾 られ

て い る。 この期の障壁画は濃絵 とい う手法で描かれ,極 彩色で豪華な ものである。

武 家住いの調度に も従来の公家調度に種々の工夫が 加え られ,そ の種類 も増え,

形 式,文 様,意 匠の面に もこれまでにない新鮮味が際立 ってみ られ る。

4東 西文明の交流

天 文12年(1543年)に ポル トガル 人が 種 子 島に漂 着 して,鉄 砲,大 砲 が伝

来 した の を契 機 に,ヨ ー ロ ッパ人が 続 々 と渡 来 して 東西 文 明 の 交 流が さ かん にな っ

たo

天 文18年(1949年)に は,キ リス ト教 の伝 来 とと もに各 所 に教 会 が建 ち,

そ の 後,信 者 の 増 加 につ れ て,桃 山時代 には 蒔絵 祭 具 の 製作 が さ か ん に な った。

ま た 我 が 国で 採 掘 さ れた 銀 と ヨー ロ ッパの 染 織 品 との 交 易 も行 わ れ,屏 風,刀 剣,

蒔 絵 な どは ヨー ロ ッパ 人に 好 まれ て数 多 く輸 出さ れ た。

5.わ び の世 界 と食生 活 の 彩 リ

桃 山時代の茶の湯は,利 休 好みや織 部好みの新 しい作為に よって特色づけ られる。

利 休の茶は政治権 力と結びつ き乍 らも心の茶 として求道的な面が深 い。 天正14

年 頃は利休の茶の最盛期で,草 庵 風の茶室,簡 素 な茶道具 を通 して利休 の思想を知

る ことができる。 利休の茶は宗 易形の茶,v.;象 徴 され るように,思 索的で彼岸性の

強 い ものであるが,こ れ に対 し織 部の茶は沓形の茶碗にみ られ る ように 自由な作為
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に よって 自らを強 調 した現 世 的,行 動 的 な もの といわ れ る。

茶 道 に ともな う懐 石 料理 は 本 来禅 林 風 の 簡素 な もの で あっ たが,桃 山 時代 に至 っ

て 数寄 を こ ら した客 膳 料理 と して完 成 さ れ た とい われ る。 茶 道書 「南 方録 」に 「小

座 敷の 料 理,汁 一 つ,菜 二 つ,三 つ,酒 も軽 くすべ し,佗 び座 敷 の 料 理 だ ては 不 相

応 な り,勿 論 取合 ご く うす き こ とは,釜 の 湯 同 前 の 心得 な り 」とあ る よ うに,懐 石

料 理 は よほ ど簡素 で あ った。 また織 部の 茶 は遊 び の 茶 ともい われ 大 衆 の好 み に あ っ

て,茶 道 入 口の増 加 を 促 した。 名物 茶 道具 を 多 く持 って い る ことで 信 長や 秀 吉 は 天

下 人 と しての 権威 をほ こって い た と思 わ れ る。

慶 長(1600年 頃)以 降,織 部 をは じめ 美濃,伊 賀,信 楽,丹 波,備 前,唐 津

焼 等 の 陶磁 器 の製 作 が 栄 え,諸 種の 飲 食 器が 食卓 を に ぎわす よ うにな った。 しか し

飲 食 器の 主 流 は依 然 と して塗 りもの で,前 代 か らの黒 漆,朱 漆 塗 の無 文 の 器 と共 に

蒔 絵 が 流行 し,黒 漆 の地 に菊,桐 紋 の金 蒔絵 の膳,草 花散 ら し蒔絵 の薬 味壺,薄 朝

顔 蒔 絵 食籠,水 草 蒔絵 の徳 利 な ど,食 器 類 も華 麗 な もの とな った。

6.む す び

以 上 桃 山 時代 の 工 芸 を主 題 に して概 説 したが,一 口で いえ ば 桃 山 時代 は,そ れ ま

で にな く文 化の 花 が華 や か に 咲 き乱 れ た時 代 で あ る とい え よ う。 そ の 推 進 力 とな っ

た もの は,表 には東 西 文 明 の交 流で あ り,裏 には 権 力者 の慾 望,戦 乱 か らの解 放 感 ,

宗 教 の 権威 で あ る。 西 欧 文 明 の影 響 は 美術 工 芸 品 に最 も多 く現 れ て い るが,こ れ は

文 化 全 体 に 亘 る こ とで あ り,社 会 経済 の 充実 と町 人 の 社会 的 地 位の 向上 は 必然 的に

招 来 さ れ た 結果 で あ る。 ま た この 時 代の 工芸 品 の 特 色 はそ れ 以 前の 大 陸文 明の 影 響

を 含 む 日本 的 な もの と,西 欧文 明が 融合 して 独 特 の 味 を出 して い る こ とで あろ う。

こ の事 は美 意 識 の表 現,い い換 え れ ば 当時 の 工 芸 品の 意匠 か ら容 易 に 知 る こ とが で

き る。

最 後 に工 芸 とは 直 接 関 係 は ない が,こ の 時 代 で特 記す べ き こ とは,キ リス ト教 に

よ る封 建 社 会 か らの 解放 の きざ しを みた ことで あ る。 しか し,権 力 の 崩壊 を恐 れ る

秀 吉 に よって キ リシ タ ンは弾 圧 さ れ,信 教 の 自 由 と基 本 的 人権 を守 ろ う とす る 民衆

の 抵 抗 は,潰 え去 った の で あ るが,民 主 的 な 思 想 革命 の一 頁 を歴 史 に刻 ん だ こ とは

た しか で あ る。
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